
―
は
じ
め
に

昨
年
度
（
平
成
三
〇
）、
日
本
文
学
科
専
門
必
修
科
目
「
日
本
文
学
概
説
」（
一
年
次
後

期
・
令
和
元
年
度
か
ら
二
年
次
後
期
）
で
は
、
芥
川
龍
之
介
『
芋
粥
』
の
典
拠
と
な
っ
た
説

話
の
講
読
を
行
っ
た
。
芥
川
作
品
の
解
説
も
行
っ
た
上
で
近
代
文
学
と
し
て
の
芥
川
作

品
と
典
拠
話
と
を
比
較
し
、
古
典
文
学
と
は
何
か
、
近
代
文
学
と
は
何
か
を
考
え
さ
せ

よ
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
傾
向
性
も
異
な
り
、
作
品
数
も
多

い
古
典
文
学
と
近
代
文
学
の
特
徴
を
こ
れ
で
一
般
化
で
き
る
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、

芥
川
作
品
は
他
に
『
羅
生
門
』『
鼻
』（
一
昨
年
度
は
こ
の
両
作
品
の
典
拠
話
を
講
読
し
た
）
な

ど
中
高
等
学
校
の
教
科
書
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、『
芋
粥
』
の
典
拠
話
も
こ
れ

ら
と
同
様
に
『
今
昔
物
語
集
』
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
古
文
と
し
て
も
分
か
り
や
す
い

の
で
、
一
年
生
に
は
親
し
み
や
す
く
、
か
つ
大
学
に
お
い
て
の
学
習
・
研
究
と
い
う
も

の
を
認
識
さ
せ
る
た
め
の
導
入
と
し
て
適
当
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
小
論
で

は
、
講
義
に
お
い
て
問
題
と
し
た
こ
と
、
指
摘
し
た
こ
と
、
ま
た
講
義
終
了
後
に
気
づ

い
た
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
み
た
い
。

な
お
、
文
中
の『
今
昔
物
語
集
』本
文
は
、
岩
波
書
店
刊
新
日
本
古
典
文
学
大
系『
今

昔
物
語
集
』
か
ら
引
用
し
て
い
る
（
巻
二
十
六
第
十
七
話
と
巻
二
十
七
第
二
話
は
森
正

人
校
注
『
今
昔
物
語
集
五
』（
一
九
九
六
年
）
か
ら
、
巻
十
四
第
四
十
五
話
は
池
上
洵
一

校
注
『
今
昔
物
語
集
三
』（
一
九
九
三
年
）
か
ら
）。

芥
川
龍
之
介
『
芋
粥
』
の
引
用
は
、
岩
波
書
店
刊
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
一
巻
（
一

九
七
七
年
）
か
ら
。

―
『
今
昔
物
語
集
』
に
つ
い
て

『
今
昔
物
語
集
』
は
、
平
安
末
期
（
い
わ
ゆ
る
院
政
期
）
に
成
立
し
た
仏
教
説
話
集
で

あ
る
。
学
生
に
配
布
し
た
プ
リ
ン
ト
に
は
左
の
よ
う
な
説
明
を
載
せ
て
い
る
。（
図
説
国

語
と
い
う
の
は
補
助
教
材
と
し
て
指
定
し
て
い
る
東
京
書
籍
『
新
総
合

図
説
国
語
』（
二
〇
一
四
年

二
月
新
訂
一
版
）
の
こ
と
で
あ
る
）。
ま
た
説
明
文
は
、
小
峯
和
明
監
修
『
図
説
あ
ら
す
じ
で
わ

か
る
！
今
昔
物
語
集
と
日
本
の
神
と
仏
』（
青
春
出
版
社

二
〇
一
二
年
四
月
）
な
ど
を
参
照

し
て
い
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
に
つ
い
て

図
説
国
語
ｐ
146
参
照

書
名
に
つ
い
て：
「
今
ハ
昔
」
の
「
物
語
」（＝

説
話
）
の
「
集
」
と
い
う
意
味
。

全
三
一
巻
、
た
だ
し
八
、
一
八
、
二
一
巻
は
欠
巻
。

【
教
材
研
究
】

芥
川
龍
之
介
『
芋
粥
』
の
原
話
を
読
む

と
し
ひ
と
の
し
や
う
ぐ
ん
わ
か
き
と
き
き
や
う
よ
り
つ
る
が
に
ご
ゐ
を
ゐ
て
ゆ
く
こ
と

―
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
六
第
十
七
話
「
利
仁
将
軍
若
時
従
京
敦
賀
将
行
五
位
語
」
と
の
位
相

會

田

実
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研
究
ノ
ー
ト

【
教
材
研
究
】
芥
川
龍
之
介
『
芋
粥
』
の
原
話
を
読
む
―
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
六
第
十
七
話
「
利
仁
将
軍
若
時
従
京
敦
賀
将
行
五
位
語
」
と
の
位
相

六
九



説
話
の
総
数
は
（
題
目
ま
た
は
本
文
の
ど
ち
ら
か
を
持
つ
も
の
も
含

む
）
一
〇
五
九
話
。

そ
の
う
ち
題
目
だ
け
あ
っ
て
本
文
の
な
い
も
の
は
一
九
話

編
者：

未
詳

単
独
編
集
、
複
数
者
共
同
編
集
両
説
あ
り
。
話
の
傾
向
か
ら
比
叡
山

関
係
者
で
は
な
い
か
、
い
や
最
古
の
写
本
（
鈴
鹿
本
）
の
伝
わ
り
か

た
か
ら
み
て
東
大
寺
や
興
福
寺
の
南
都
関
係
者
で
は
な
い
か
と
か
学

説
は
あ
る
が
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
近
世
以
来
言
わ

れ
て
き
た
源
隆
国
説
は
誤
り
と
さ
れ
る
。

成
立：

収
録
さ
れ
て
い
る
話
の
内
容
か
ら
判
断
し
て
一
二
世
紀
初
頭
か
ら
半
ば
頃
で
は

な
い
か
（
一
一
二
〇
〜
一
一
四
〇
）
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

内
容：

天
竺
（
イ
ン
ド
）
部
・
震
旦
（
中
国
）
部
・
本
朝
（
日
本
）
部
の
3
部
構
成
。

↓
三
国

各
部
は
さ
ら
に
仏
法
部
・
世
俗
部
に
分
け
ら
れ
る
。
仏
教
が
イ
ン
ド
に
起
こ
り

や
が
て
東
へ
伝
わ
っ
て
い
く
（
仏
法
東
漸
）
と
い
う
歴
史
観
に
よ
っ
て
お
り
、

仏
法
・
世
俗
と
い
う
分
け
方
も
仏
教
の
世
界
区
分
で
あ
る
二
区
分
に
よ
る
。

所
収
話
は
、
三
国
各
国
の
種
々
の
階
層
、
人
々
の
様
相
を
語
る
も
の
、
ま
た
仏

教
東
漸
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
載
せ
、
仏
教
的
歴
史
観
や
世
界
観
を
も

と
に
説
話
集
を
組
織
構
成
し
て
い
る
。

配
列：

各
話
の
配
置
・
配
列
も
仏
教
歴
史
観
・
世
界
観
の
も
と
、
世
界
像
を
描
こ
う
と

す
る
も
の
。
ま
た
各
話
は
そ
れ
ぞ
れ
類
似
し
た
内
容
の
話
二
話
（
三
話
の
場
合

も
あ
り
）
が
隣
同
士
（
二
話
一
類
）
に
な
っ
て
い
る
。

典
拠：

所
収
さ
れ
て
い
る
説
話
の
多
く
は
、
先
行
資
料
に
よ
っ
て
い
る
。
た
だ
し
採
録

の
際
、『
今
昔
』
独
自
の
書
き
換
え
が
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
↓
翻
訳
問

題

関
係
説
話
集：

『
宇
治
拾
遺
物
語
』、『
古
本
説
話
集
』
と
は
共
通
し
た
話
が
多
く
（
同

話
・
同
文
的
同
話
）、
こ
の
三
集
は
幻
の
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
と
関

係
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

組
織
及
び
構
成：

天
竺
部
―
巻
1

釈
迦
誕
生
・
仏
教
教
団
成
立
史

巻
2

釈
迦

説
法
・
衆
生
教
化

巻
3

釈
迦
衆
生
教
化
・
入
滅

巻
4

釈
迦
滅
後
の
仏
法
弘
通
史

巻
5

天
竺
史
・
雑
話
（
釈
迦
前
生
譚
な
ど
）

震
旦
部
―
巻
6

中
国
へ
の
仏
教
伝
来
弘
通
史

巻
7

三
宝

（
法
）の
功
徳

巻
8
（
欠
巻
）お
そ
ら
く
三
宝（
僧
）

の
功
徳
と
霊
験

巻
9

孝
養
・
転
生
と
因
果
応
報

巻
10

震
旦
史
・
雑
話

本
朝
部
―
巻
11

日
本
へ
の
仏
教
伝
来
弘
通
史
、
諸
大
寺
縁
起

巻
12

仏
教
弘
布
（
塔
・
法
会
の
縁
起
）
・
三
宝
（
仏
・

法
―
法
華
経
）
霊
験

巻
13

三
宝
（
法
―
法
華
経
）

霊
験

巻
14

三
宝
（
法
―
法
華
経
な
ど
）
霊
験

巻
15

三
宝
（
法
―
往
生
）
霊
験

巻
16

三
宝
（
僧

―
観
音
）功
徳
と
霊
験

巻
17

三
宝（
僧
―
菩
薩
・
天
）

霊
験

巻
18
（
欠
巻
）
お
そ
ら
く
三
宝
（
僧
）
功
徳

霊
験

巻
19

出
家
・
孝
養
・
三
宝
加
護

巻
20

天
狗
・
冥
界
・
因
果
応
報

巻
21
（
欠
巻
）

お
そ
ら
く
本
朝
史（
―
天
皇
紀
）
巻
22

本
朝
史（
―
藤

原
氏
列
伝
）
巻
23

技
芸
（
強
力
）
巻
24

技
芸
（
術

【
教
材
研
究
】
芥
川
龍
之
介
『
芋
粥
』
の
原
話
を
読
む
―
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
六
第
十
七
話
「
利
仁
将
軍
若
時
従
京
敦
賀
将
行
五
位
語
」
と
の
位
相

七
〇



道
・
芸
能
な
ど
）

巻
25

技
芸
（
合
戦
・
武
勇
な
ど
と

兵
列
伝
）

巻
26

宿
報
（
諸
国
の
奇
譚
・
異
聞
）

へ
ん
げ

巻
27

霊
鬼
（
霊
鬼
変
化
な
ど
の
怪
異
）

巻
28

滑
稽

（
貴
賤
僧
俗
の
笑
話
）

巻
29

悪
行
（
盗
賊
譚
）、
動

物
譚

巻
30

雑
事
（
歌
物
語
的
恋
愛
譚
）

巻
31

雑
事
（
諸
拾
遺
話
題
）

未
完
成
の
説
話
集：

欠
巻
部
は
本
来
あ
っ
た
も
の
が
失
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
本
集
が

未
完
成
の
た
め
に
そ
の
巻
が
編
集
さ
れ
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
話

は
集
め
た
が
何
ら
か
の
事
情
で
欠
巻
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
た
だ
し
欠
巻
部
の
本
来
の
テ
ー
マ
は
他
の
巻
の
テ
ー
マ
と
構

成
か
ら
推
測
で
き
る
。

埋
も
れ
た
説
話
集：

実
は
中
世
及
び
近
世
は
じ
め
、
本
集
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。
広
範
に
享
受
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
近
世
で
も
中

期
（
一
七
三
三
年
）
に
改
編
版
本
が
出
版
さ
れ
て
か
ら
。
↓
伴
信
友

が
研
究

そ
し
て
近
代
に
入
り
芥
川
龍
之
介
が
小
説
の
題
材
（「
鼻
」「
羅
生

門
」
な
ど
）
に
す
る
に
至
っ
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
小

泉
八
雲
は
芥
川
よ
り
早
く
『
怪
談
』
に
本
集
に
あ
る
説
話
を
題
材

に
し
た
話
を
載
せ
て
い
る
。（「
死
体
に
ま
た
が
っ
た
男
」。
こ
の
原
話
は

今
昔
二
四
―
二
〇
「
人
の
妻
の
悪
霊
に
成
り
そ
の
害
を
除
く
陰
陽
師
の
こ

と
」）。

―
典
拠
話
に
つ
い
て

と
し
ひ
と
の
し
や
う
ぐ
ん
わ
か
き
と
き
き
や
う
よ
り
つ
る
が
に
ご
ゐ
を
ゐ
て
ゆ
く
こ
と

『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
六
第
十
七
話
「
利
仁
将
軍
若
時
従
京
敦
賀
将
行
五
位
語
」

は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

後
に
鎮
守
府
将
軍
と
な
る
平
安
中
期
の
伝
説
的
武
人
藤
原
利
仁
は
若
い
時
、
都
で
藤

原
基
経
（
最
初
の
関
白
）
に
仕
え
て
い
た
が
、
利
仁
は
ま
た
越
前
の
国
の
「
盛
徳
ノ
者
（
大

豪
族
）」
の
聟
と
な
っ
て
い
た
の
で
越
前
の
国
と
も
常
に
行
き
来
し
て
い
た
。

あ
る
と
き
、
基
経
の
屋
敷
で
正
月
の
大
饗
（
大
臣
家
が
正
月
に
親
王
や
廷
臣
を
招
い
て
行
う

大
宴
会
）
が
あ
っ
た
。
当
時
、
大
饗
の
食
べ
残
し
は
、
基
経
の
屋
敷
に
仕
え
て
い
る
者

達
（
侍
）
が
い
た
だ
く
の
が
慣
例
だ
っ
た
。
長
年
こ
こ
に
仕
え
て
部
屋
住
み
と
な
っ
て

い
た
五
位
の
侍
が
い
た
が
、残
り
物
の
芋
粥
を
す
す
り
な
が
ら
舌
打
ち
を
し
て「
哀
レ
、

い
も
か
ゆ

何
カ
デ
暑
預
粥
ニ
飽
カ
ン
」（
あ
あ
、
芋
粥
を
飽
き
る
ほ
ど
食
べ
た
い
も
の
だ
）
と
言
っ
た
。

の
み
あ
か

利
仁
は
そ
れ
を
聞
い
て
「
イ
デ
、
飲
飽
セ
奉
ラ
バ
ヤ
」（
で
は
、
飲
み
飽
か
せ
て
差
し
上
げ

い
か

う
れ
し

は
べ
ら

ま
し
ょ
う
）
と
申
し
出
る
。
五
位
は
「
何
ニ
喜
フ
侍
ン
」（
ど
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
）

と
答
え
た
。
そ
れ
か
ら
四
、
五
日
し
て
利
仁
は
五
位
を
湯
に
誘
う
。
五
位
は
喜
ん
で
利

仁
に
従
う
。湯
は
東
山
の
辺
り
と
利
仁
は
言
っ
た
が
、粟
田
口
を
過
ぎ
山
科
も
過
ぎ
た
。

三
井
寺
に
寄
り
食
事
を
す
る
が
湯
は
こ
こ
で
も
な
い
。
結
局
、
利
仁
は
五
位
を
敦
賀
ま

で
連
れ
て
行
こ
う
と
す
る
の
で
あ
っ
た
。
途
中
、
三
津
の
浜
で
狐
を
捕
ま
え
、
こ
れ
に

敦
賀
の
家
に
客
人
を
連
れ
て
行
く
の
で
、
明
日
巳
の
時
ま
で
に
髙
島
（
近
江
の
国
、
琵
琶

湖
西
岸
の
交
通
の
要
所
）
ま
で
迎
え
を
よ
こ
せ
と
敦
賀
の
家
に
告
げ
て
こ
い
と
狐
に
言
い

含
め
て
放
す
。
五
位
は
こ
れ
を
悪
ふ
ざ
け
の
よ
う
に
見
た
の
だ
が
、
果
た
し
て
翌
日
髙

島
に
至
る
と
巳
の
時
に
何
人
も
の
男
達
が
迎
え
に
来
て
い
る
。
そ
し
て
、
夕
べ
利
仁
の

妻
に
狐
が
憑
い
て
利
仁
の
言
葉
を
伝
え
た
こ
と
を
話
す
の
で
あ
っ
た
。

利
仁
の
舅
で
あ
る
有
仁
の
家
に
着
き
、
芋
粥
の
件
を
話
す
と
、「
安
キ
物
ニ
モ
飽
カ

セ
給
ハ
ザ
リ
ケ
ル
哉
」（
安
い
も
の
に
も
満
足
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
な
あ
）
と
笑
い
、
様
々

に
も
て
な
す
。
そ
の
夜
、
五
位
が
寝
よ
う
と
す
る
と
外
で
大
声
で
呼
び
か
け
て
い
る
。

み
や
う
た
ん

う
の
と
き

何
か
と
思
い
聞
く
と
、
こ
の
近
辺
の
下
人
（
有
仁
の
領
民
）
た
ち
に
「
明
旦
ノ
卯
時
ニ
、

き
り
く
ち

や
ま
の
い
も

お
の
お
の

も
て
ま
ゐ

切
口
三
寸
、
長
サ
五
尺
ノ
暑
預
、
各
一
筋
ヅ
ヽ
持
参
レ
」（
明
日
朝
卯
の
時
に
、
切
り
口
が

三
寸
、
長
さ
五
寸
の
山
芋
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
本
ず
つ
持
っ
て
こ
い
）と
命
じ
て
い
る
の
だ
。
暁
方
、
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介
『
芋
粥
』
の
原
話
を
読
む
―
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
六
第
十
七
話
「
利
仁
将
軍
若
時
従
京
敦
賀
将
行
五
位
語
」
と
の
位
相

七
一



外
を
見
る
と
、
長
筵
を
敷
い
た
と
こ
ろ
に
木
の
よ
う
に
見
え
る
山
芋
が
家
の
軒
に
届
く

ば
か
り
に
積
み
上
げ
ら
れ
、
ま
た
一
石
も
入
る
釜
が
五
つ
も
据
え
ら
れ
、
そ
こ
に
桶
に

み
せ
ん

あ
ま
ず
ら

入
っ
た
味
煎
（
甘
葛
を
煮
詰
め
た
甘
味
料
）
を
水
を
注
ぐ
よ
う
に
入
れ
て
沸
か
せ
、
切
っ

た
山
芋
を
次
々
と
投
入
す
る
の
で
あ
っ
た
。そ
し
て
大
量
の
芋
粥
が
、出
来
上
が
っ
た
。

ひ
さ
げ

大
き
な
土
器
を
添
え
て
、
一
斗
も
入
る
提
（
柄
や
つ
る
と
注
ぎ
口
の
つ
い
た
金
属
の
容
器
）
三

つ
、
四
つ
に
芋
粥
を
汲
み
入
れ
て
五
位
の
と
こ
ろ
に
持
っ
て
き
た
が
、
余
り
の
こ
と
に

ひ
と
も
り

え

く

は

あ
き

五
位
は
「
一
盛
ダ
ニ
否
不
食
デ
、「
飽
ニ
タ
リ
」」（
一
盛
り
も
食
べ
ら
れ
な
い
で
、
も
う
十
分

で
す
）
と
言
う
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
一
月
ば
か
り
敦
賀
に
滞
在
し
た
五
位
は
、

豪
華
な
も
て
な
し
を
受
け
た
ば
か
り
で
な
く
、た
く
さ
ん
の
高
級
な
土
産
を
も
ら
い「
富

テ
上
」（
裕
福
に
な
っ
て
上
京
）
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
本
話
の
話
末
評
語
は
次
の
よ
う
に
結

ま
こ
と

つ
け

と
し
ご
ろ

ゆ
る
さ
れ

か
か

お
の
づ
か

ぶ
。「
実
ニ
、
所
ニ
付
テ
年
来
ニ
成
テ
被
免
タ
ル
者
ハ
、
此
ル
事
ナ
ン
自
然
ラ
有
ケ
ル

ト
ナ
ン
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」（
本
当
に
、
一
つ
の
所
で
長
年
仕
え
て
一
目
置
か
れ
て
い
る
者
は
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
自
ず
と
あ
る
も
の
だ
な
あ
と
語
り
伝
え
て
い
る
と
か
）。

本
話
が
実
話
で
あ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
時
代
の
地
方
領
主
の
富
と

力
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
知
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
利
仁
の
伝
説
的
武
人
像
を

形
成
す
る
豪
快
さ
の
一
端
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
と
共
に
、
狐
を
操
る
箇
所
に
表

れ
る
よ
う
に
そ
れ
が
単
に
性
格
や
体
躯
ば
か
り
で
な
く
通
力
を
持
つ
異
能
の
人
格
と
し

て
形
象
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

―
芥
川
『
芋
粥
』
の
利
仁
と
五
位

『
芋
粥
』
の
初
出
は
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
九
月
一
日
発
行
の
『
新
小
説
』
で

あ
る
。
本
作
は
、
五
位
の
造
形
に
ゴ
ー
ゴ
リ
の
『
外
套
』
の
主
人
公
ア
カ
ー
ジ
ー
・
ア

カ
ー
キ
エ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
影
響
が
強
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
後
述
の
清
水
著
に
よ

る
と
久
米
正
雄
「
座
談
会

菊
池
久
米
を
囲
む
文
学
論
」『
文
学
界
』（
昭
和
十
一
年
（
一

九
三
六
）
九
月
）
が
そ
の
指
摘
の
初
出
ら
し
い
）。

『
芥
川
龍
之
介
事
典
』（
明
治
書
院
、
昭
和
六
〇
年
十
二
月
）「
芋
粥
」
の
解
説
で
三

好
行
雄
は
、
原
話
と
の
相
違
を
、

ひ

ご

し
ゆ
う
と

あ
り
ひ
と

原
拠
と
の
違
い
は
、
利
仁
の
庇
護
者
と
も
言
え
る
舅
の
有
仁
の
存
在
を
削
っ
た
こ

よ
と
ぎ

ば
く
だ
い

と
、
夜
伽
の
女
や
帰
京
時
の
五
位
へ
の
莫
大
な
贈
り
物
の
話
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
応

た
ん

報
譚
の
モ
チ
ー
フ
が
消
え
た
こ
と
で
あ
る
。
芥
川
の
独
創
は
、
ま
ず
第
一
段
落
で

さ
け

は
ふ
し

徹
頭
徹
尾
五
位
を
弱
者
に
す
る
こ
と
で
（
お
ま
け
に
彼
は
「
酒
の
み
の
法
師
」
に
「
う
け

く
ち脣
の
女
房
」
を
寝
取
ら
れ
た
コ
キ
ュ
で
も
あ
る
）、
芋
粥
を
飽
き
る
ほ
ど
飲
ん
で
み
た
い

と
い
う
唯
一
の
夢
、希
望
を
際
立
た
せ
、原
拠
の
有
仁
の
存
在
や
応
報
譚
の
モ
チ
ー

フ
を
消
す
こ
と
で
、
利
仁
の
敦
賀
の
家
へ
連
れ
て
行
か
れ
、
豪
勢
な
歓
待
攻
め
と

膨
大
な
芋
粥
の
接
待
に
あ
ず
か
り
、
う
ん
ざ
り
し
て
食
欲
も
出
な
か
っ
た
と
い
う

原
拠
の
主
筋
を
見
事
に
小
説
化
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
五
位
に
と
っ
て
、「
芋
粥
に

な

飽
か
む
」こ
と
が
い
と
も
た
や
す
く
現
実
と
化
し
、食
欲
も
萎
え
た
彼
の
目
前
で
、

さ
か
も
と

ぎ
つ
ね

利
仁
に
手
捕
り
に
さ
れ
使
者
の
役
を
果
た
し
た
阪
本
の
野
狐
ま
で
が
、
彼
の
夢
に

見
た
「
芋
粥
に
飽
か
む
」
想
い
を
味
わ
っ
て
い
る
。
五
位
が
、
多
く
の
侍
た
ち
に

の
の
し

す
い
か
ん

さ
し
ぬ
き

愚
弄
さ
れ
、
京
童
に
さ
え
罵
ら
れ
て
、
色
の
さ
め
た
水
干
に
、
指
貫
を
つ
け
て
、

む
く
い
ぬ

飼
い
主
の
い
な
い
尨
犬
の
よ
う
に
朱
雀
大
路
を
う
ろ
つ
い
て
い
た
か
つ
て
の
憐
む

べ
き
孤
独
な
彼
自
身
を
懐
か
し
く
想
う
の
は
当
然
な
の
で
、
周
囲
か
ら
拒
否
さ
れ

い
き
か

い

孤
独
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、「
芋
粥
に
飽
か
む
」こ
と
が
唯
一
の
生
甲
斐
と
し
て
、

夢
と
し
て
育
っ
た
の
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
。
三
好
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
五
位
の
侍
は
、『
芋
粥
』
で
は
「
徹
頭

徹
尾
」
弱
者
に
さ
れ
、
何
の
威
厳
も
魅
力
も
な
く
嘲
笑
さ
れ
る
ば
か
り
の
中
年
男
と
し

て
造
形
さ
れ
て
い
る
。『
今
昔
物
語
集
』
の
原
話
も
、
五
位
の
侍
は
『
源
氏
物
語
』
の

末
摘
花
の
君
や
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
一
二
四
話
の
青
常
の
君
な
ど
と
同
様
に
、
嘲
笑
さ

れ
る
人
物
の
身
体
的
特
徴
の
慣
用
で
あ
る
赤
く
高
い
鼻（
鼻
高
ナ
ル
者
ノ
、
鼻
崎
ハ
赤
ニ
テ
）

の
男
と
し
て
紹
介
は
さ
れ
る
が
、
芥
川
『
芋
粥
』
の
五
位
ほ
ど
ま
で
徹
底
さ
れ
て
い
な
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】
芥
川
龍
之
介
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芋
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仁
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五
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い
。
清
水
康
次
の
言
い
方
に
拠
れ
ば
、

無
位
の
侍
（
利
仁
―
會
田
注
）
に
と
っ
て
は
、
世
の
中
か
ら
は
じ
き
出
さ
れ
た
五
位

は
、
逆
に
、
決
し
て
他
人
を
迫
害
す
る
こ
と
の
な
い
存
在
と
し
て
、「
一
味
の
慰

安
」
を
与
え
て
く
れ
る
存
在
と
な
っ
て
い
る
。（
清
水
康
次
『「
羅
生
門
」
の
世
界
と
芥

川
文
学
』
大
坂
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
九
年
一
月
。
一
五
六
頁
）

む
く

と
な
る
。
そ
し
て
、
子
供
た
ち
に
虐
め
ら
れ
る
「
尨
犬
」
を
助
け
よ
う
と
し
て
「
何
ぢ

や
、
こ
の
鼻
赤
め
が
。」
と
子
供
に
も
言
わ
れ
て
し
ま
う
五
位
は
、「
子
供
た
ち
に
い
じ

め
ら
れ
る
む
く
犬
は
、
五
位
自
身
の
姿
で
も
あ
る
。」（
清
水
同
書
一
五
七
頁
）
と
い
う
よ

う
に
赤
鼻
の
形
容
は
『
芋
粥
』
に
引
き
継
が
れ
て
い
て
も
、
そ
の
貶
め
方
は
『
芋
粥
』

の
方
が
厳
し
く
ま
た
そ
れ
が
「
徹
頭
徹
尾
」
弱
者
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

―
両
話
の
世
界

文
体
は
、
両
話
と
も
語
り
手
が
、
登
場
人
物
の
心
中
に
介
入
し
て
、
物
事
や
状
況
の

説
明
を
し
て
い
く
こ
と
は
類
似
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
芥
川
が
原
話
の
ス

タ
イ
ル
を
踏
ん
で
叙
述
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
数
例
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

典
拠
話
―

（
髙
島
に
利
仁
を
迎
え
に
来
た
男
た
ち
が
、昨
夜
起
こ
っ
た
狐
の
怪
を
語
っ
た
と
き
）

こ
れ

き
き

ほ
ほ
ゑ
み

み
あ
は

あ
さ
ま
し

お
も
ひ

利
仁
、
此
ヲ
聞
テ
頬
咲
テ
、
五
位
ニ
見
合
ス
レ
バ
、
五
位
、
奇
異
ト
思
タ
リ
。

（
敦
賀
の
屋
敷
で
豪
華
な
接
待
を
受
け
た
五
位
に
）

た
の
し

い
へ

お
ろ
か

楽
ト
云
バ
愚
也
ヤ
。

（
五
位
が
敦
賀
の
屋
敷
で
就
寝
し
よ
う
と
し
た
と
き
に
、
外
で
領
民
に
山
芋
を
翌
朝

持
っ
て
こ
い
と
い
う
呼
び
か
け
を
聞
い
て
）

あ
さ
ま
し

い
ふ
か
な

き
き

ね
い
り

奇
異
ク
モ
云
哉
ト
聞
テ
寝
入
ヌ
。

『
芋
粥
』
―

（
む
く
犬
を
虐
め
て
い
る
子
供
た
ち
に
注
意
し
た
が
、言
い
返
さ
れ
傷
つ
い
た
と
き
）

か
う
ま
ん

な
ん

（
子
供
が
）
高
慢
な
唇
を
反
ら
せ
て
、
か
う
云
つ
た
。「
何
ぢ
や
、
こ
の
鼻
赤

め
が
。」

五
位
は
、
こ
の
語
が
自
分
の
顔
を
打
つ
た
や
う
に
感
じ
た
。

（
芋
粥
を
飽
き
る
ほ
ど
飲
ん
で
み
た
い
と
い
う
五
位
の
願
望
を
）

た
れ

か
れ
じ
し
ん

彼
は
、
そ
れ
を
誰
に
も
話
し
た
事
が
な
い
。
い
や
彼
自
身
さ
へ
、
そ
れ
が
、
彼

よ
く
ば
う

い
し
き

の
一
生
を
貫
い
て
ゐ
る
欲
望
だ
と
は
、
明
白
に
意
識
し
な
か
つ
た
事
で
あ
ら

じ
ゞ
つ

い

さ
し
つ
か
へ

う
。
が
事
實
は
、
彼
が
そ
の
為
に
、
生
き
て
ゐ
る
と
云
つ
て
も
、
差
支
な
い

程
で
あ
つ
た
。

あ
く
ま
で
数
例
を
出
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、右
の
よ
う
で
あ
る
。た
だ
し
、『
芋
粥
』、

典
拠
話
と
も
そ
れ
は
五
位
に
の
み
介
入
し
、
利
仁
の
心
中
へ
は
介
入
し
な
い
。
利
仁
の

心
中
は
、
利
仁
の
会
話
と
利
仁
の
行
動
描
写
か
ら
推
測
す
る
し
か
な
い
。

ま
た
、
一
文
の
末
は
、
典
拠
話
で
は
「
ケ
リ
」
が
多
用
さ
れ
る
が
、『
芋
粥
』
は
過

去
形
使
用
が
多
い
。
助
動
詞
「
け
り
」
は
、
伝
聞
、
詠
嘆
、
過
去
を
意
味
す
る
が
、
過

去
で
も
伝
聞
的
過
去
で
あ
る
の
で
昔
話
の
よ
う
に
「
で
あ
っ
た
そ
う
だ
」
と
直
訳
で
き

る
も
の
だ
。
こ
れ
は
、
聞
き
書
き
の
ス
タ
イ
ル
を
と
る
説
話
類
の
特
徴
だ
。
近
代
文
学

が
過
去
形
と
な
る
の
は
、
近
代
に
入
っ
て
の
西
欧
や
ロ
シ
ア
の
文
学
作
品
翻
訳
の
影
響

だ
ろ
う
。

内
容
的
に
大
き
な
相
違
は
、
先
に
三
好
が
書
い
て
い
た
よ
う
に
、
五
位
を
「
徹
頭
徹

尾
」
弱
者
に
し
た
こ
と
、
舅
有
仁
の
応
対
と
帰
京
に
際
し
て
の
莫
大
な
贈
物
を
削
っ
た

こ
と
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
世
界
は
ど
の
よ
う
に
違
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。
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介
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―
異
界
訪
問
譚
と
し
て
の
典
拠
話

清
水
康
次
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

原
話
で
は
、
五
位
は
、
ひ
と
月
ほ
ど
も
利
仁
の
館
に
と
ど
ま
り
、
歓
待
を
受
け

続
け
る
。
そ
し
て
、
都
に
帰
る
と
き
に
は
、
た
く
さ
ん
の
み
や
げ
を
も
ら
っ
て
、

富
者
と
な
っ
て
上
京
す
る
。
長
年
の
努
め
を
続
け
、
一
目
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
者
と
し
て
、
そ
の
努
力
の
果
報
を
得
て
い
る
。
だ
か
ら
、
利
仁
の
館
は
、
長
年

の
労
苦
が
報
わ
れ
る
場
所
で
あ
り
、
た
と
え
れ
ば
亀
を
助
け
た
果
報
と
し
て
浦
島

太
郎
が
招
か
れ
る
竜
宮
城
の
よ
う
な
世
界
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
点
で
は
、
原

話
は
、
桃
源
郷
を
訪
れ
る
よ
う
な
、
一
種
の
異
郷
譚
と
も
い
え
る
。
都
か
ら
敦
賀

へ
の
旅
は
、
願
望
が
か
な
う
旅
で
あ
る
と
同
時
に
、
歓
待
と
富
を
得
る
喜
ば
し
い

旅
で
あ
る
。

し
か
し
、「
芋
粥
」
の
五
位
は
、
都
で
は
誰
か
ら
も
冷
淡
に
扱
わ
れ
、
評
価
な

ど
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
果
報
を
得
る
人
物
で
は
な
い
。
主
人
公
の
人

物
像
の
改
変
が
、報
わ
れ
る
喜
び
の
旅
を
、決
し
て
喜
べ
な
い
旅
に
変
え
て
い
く
。

つ
ま
り
、
作
者
は
、「
今
昔
物
語
集
」の
原
話
の
展
開
を
そ
の
ま
ま
使
い
な
が
ら
、

ま
っ
た
く
異
な
る
結
末
を
持
つ
、
も
う
一
つ
の
別
の
物
語
を
作
っ
て
い
る
と
い
え

る
。（
清
水
前
掲
書
一
六
五
頁
）

清
水
の
鋭
い
指
摘
で
あ
る
。
典
拠
話
は
、
冴
え
な
い
五
位
が
京
域
（
境
界
）
を
超
え

て
、
敦
賀
と
い
う
土
地
に
入
る
と
、
都
に
い
た
時
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
歓
待
を

受
け
て
、
芋
粥
を
腹
一
杯
食
し
た
い
と
い
う
都
で
の
望
み
な
ど
、
望
み
と
い
う
範
疇
に

も
入
ら
な
い
つ
つ
ま
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
話
で
あ
る
。
大
量

の
芋
粥
を
見
た
だ
け
で
お
腹
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
一
盛
り
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
と
い
う
の
は
、
こ
こ
敦
賀
で
は
五
位
の
置
か
れ
た
境
遇
が
反
転
し
て
い
る
こ
と
を

表
し
て
い
る
。
そ
の
証
が
、
一
月
に
及
ぶ
滞
在
時
の
豪
奢
な
接
待
で
あ
る
し
、
帰
京
に

際
し
て
の
莫
大
な
土
産
物
の
数
々
な
の
だ
。「
富
テ
上
」
っ
た
（
富
ん
で
帰
京
し
た
）
が

示
す
こ
と
は
、
無
私
の
善
行
者
が
超
常
的
な
力
を
持
つ
者
に
認
め
ら
れ
て
桃
源
郷
や
竜

宮
に
招
か
れ
、
盛
大
な
も
て
な
し
を
受
け
た
後
、
莫
大
な
富
を
得
て
（
ま
た
は
富
を
作
り

出
す
も
の
を
も
ら
っ
て
）
帰
郷
す
る
物
語
（
お
と
ぎ
話
）
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ

の
時
、
超
常
的
な
力
を
持
つ
者
と
は
利
仁
に
他
な
ら
な
い
。
変
化
の
動
物
と
し
て
知
ら

れ
る
狐
を
自
在
に
操
る
こ
と
は
そ
れ
を
表
し
て
い
よ
う
。

て
ふ
ぶ
く
の
ほ
う
ふ
の
し
る
し
に
よ
り
て

と
し
ひ
と
の
し
や
う
ぐ
ん
し
に
た
る
こ
と

『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
四
第
四
十
五
話
「
依
調
伏
法
験
、
利
仁
将
軍
死
語
」

で
は
、
新
羅
を
服
属
さ
せ
る
べ
く
鎮
守
府
将
軍
の
利
仁
に
軍
を
率
い
さ
せ
て
派
遣
し
よ

ほ
つ
せ
ん

う
と
し
た
と
こ
ろ
、
新
羅
は
異
変
を
察
知
し
て
、
恵
果
和
尚
の
高
弟
で
あ
る
宝
全
阿
闍

梨
を
宋
の
国
か
ら
請
じ
調
伏
法
を
行
わ
せ
た
。す
る
と
、利
仁
は
出
立
し
て
間
も
な
く
、

山
崎
で
病
に
伏
し
た
。
伏
し
て
も
、
俄
に
起
き
上
が
っ
て
、
空
に
向
か
っ
て
大
刀
を
抜

い
て
切
り
か
か
る
こ
と
が
度
々
あ
っ
た
が
、
倒
れ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
本
話
の
話
末

評
語
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

い
と

お
ぼ

し

む
か
ひ

此
レ
ヲ
思
フ
ニ
、
利
仁
将
軍
モ
糸
只
人
ニ
ハ
非
ズ
ト
ナ
ム
思
ユ
ル
。
然
カ
空
ニ
向

き
り

さ
だ

し
る

テ
切
ケ
ム
ハ
、
定
メ
テ
目
ニ
見
エ
ケ
ル
ニ
コ
ソ
ハ
有
ケ
メ
。
然
レ
ド
モ
、
法
ノ
験
シ

い
ち
し
る

ゆ
ゑ

た
ち

揭
焉
キ
ガ
故
ニ
、
忽
マ
チ
ニ
死
ヌ
ル
也
ケ
リ
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。

か
は
ら
の
ゐ
ん

「
只
人
ニ
ハ
非
ズ
」
と
い
う
表
現
は
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
七
第
二
話
「
川
原
院

と
ほ
る
の
さ
だ
い
じ
ん
の
り
や
う
う
だ
の
ゐ
ん
み
た
ま
ふ
こ
と

融
左
大
臣
霊
宇
陀
院
見
給
語
」
に
宇
多
院
の
前
に
現
れ
た
源
融
霊
を
宇
多
院
が
叱
り

た
ま
は

つ
け
退
散
さ
せ
た
と
が
あ
る
が
、そ
の
宇
多
院
を「
只
人
ニ
ハ
似
サ
セ
不
給
ザ
リ
ケ
リ
」

と
評
価
す
る
同
様
の
表
現
が
あ
る
よ
う
に
、
超
常
的
力
を
持
っ
た
異
能
者
に
対
し
て
使

わ
れ
る
こ
と
ば
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
巻
十
四
第
四
十
五
話
で
は
、
そ
の

能
力
よ
り
も
仏
法
の
調
伏
が
上
回
る
と
言
っ
て
い
る
の
だ
が
。

【
教
材
研
究
】
芥
川
龍
之
介
『
芋
粥
』
の
原
話
を
読
む
―
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
六
第
十
七
話
「
利
仁
将
軍
若
時
従
京
敦
賀
将
行
五
位
語
」
と
の
位
相

七
四



―
主
人
公
は
誰
か

『
芋
粥
』
も
典
拠
話
も
、
語
り
手
が
そ
の
心
中
に
介
入
す
る
の
は
五
位
の
侍
だ
け
で

あ
り
、
利
仁
に
は
介
入
し
な
い
と
上
述
し
た
。
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
の
た
め
に
語
り
手
介

入
が
あ
る
と
み
る
と
、
五
位
の
侍
に
し
か
介
入
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
五
位
の

侍
を
展
開
の
軸
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
軸
こ
そ
主
人
公
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
両
者
と
も
主
人
公
は
利
仁
で
は
な
く
五
位
の
侍
に
な
る

が
、
少
な
く
と
も
『
芋
粥
』
は
意
識
的
に
五
位
を
主
人
公
に
し
て
い
る
。

特
に『
芋
粥
』に
お
い
て
、
長
年
の
願
望
が
た
や
す
く
実
現
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、

そ
の
願
望
が
た
い
し
た
価
値
の
な
か
っ
た
こ
と
な
の
だ
と
五
位
に
認
識
さ
せ
て
し
ま
う

作
用
は
典
拠
話
よ
り
も
強
い
。
だ
か
ら
五
位
の
心
境
は
小
説
の
中
で
次
の
よ
う
に
語
ら

れ
る
。（

芋
粥
を
飽
き
る
ほ
ど
飲
ん
で
み
た
い
と
い
う
五
位
の
願
望
を
）

た
れ

か
れ
じ
し
ん

彼
は
、
そ
れ
を
誰
に
も
話
し
た
事
が
な
い
。
い
や
彼
自
身
さ
へ
、
そ
れ
が
、
彼

よ
く
ば
う

い
し
き

の
一
生
を
貫
い
て
ゐ
る
欲
望
だ
と
は
、
明
白
に
意
識
し
な
か
つ
た
事
で
あ
ら

じ
ゞ
つ

い

さ
し
つ
か
へ

う
。
が
事
實
は
、
彼
が
そ
の
為
に
、
生
き
て
ゐ
る
と
云
つ
て
も
、
差
支
な
い

程
で
あ
つ
た
。（
二
〇
八
頁
）

す
ゐ
か
ん

か
ひ
ぬ
し

し
ゆ
じ
や
く

色
の
さ
め
た
水
干
に
、
指
貫
を
つ
け
て
、
飼
主
の
な
い
尨
犬
の
や
う
に
、
朱
雀

お
ほ
ぢ

こ
ど
く

ど
う
じ

大
路
を
う
ろ
つ
い
て
歩
く
、
憐
む
可
き
、
孤
獨
な
彼
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時
に

ま
た

よ
く
ば
う

か
れ

又
、
芋
粥
に
飽
き
た
い
と
云
ふ
欲
望
を
、
唯
一
大
事
に
守
つ
て
ゐ
た
、
幸
福
な
彼

で
あ
る
。（
二
二
六
頁
）

清
水
は
こ
こ
か
ら
、
心
の
底
で
は
実
現
で
き
な
い
と
思
う
願
望
を
胸
に
抱
い
て
い
た

と
き
の
方
が
幸
福
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
五
位
自
身
が
思
っ
た
と
読
み
解
く
。
そ
し

て
、

利
仁
は
、
あ
か
ら
さ
ま
な
力
で
人
や
狐
ま
で
も
支
配
す
る
。
た
だ
、
そ
こ
に
は

都
の
人
々
の
よ
う
な
陰
湿
な
無
視
や
愚
弄
は
な
い
。
野
性
的
な
武
人
と
し
て
の
利

仁
に
は
、「
羅
生
門
」
の
下
人
の
あ
か
ら
さ
ま
な
力
と
重
な
る
部
分
が
あ
る
。
こ

の
世
界
で
生
き
る
こ
と
は
、
都
で
の
迫
害
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
同

時
に
、
自
分
の
実
力
ど
お
り
の
生
き
方
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。
自
分
の

胸
の
中
だ
け
に
秘
め
た
願
望
に
一
生
を
捧
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
朔
北
の
世
界

は
、
す
べ
て
が
あ
り
の
ま
ま
に
さ
ら
け
出
さ
れ
る
世
界
で
あ
る
。

あ
り
の
ま
ま
の
力
の
世
界
で
、
利
仁
に
支
配
さ
れ
な
が
ら
も
人
並
み
に
扱
わ
れ

て
生
き
て
い
く
の
が
よ
い
か
、
周
囲
の
迫
害
の
中
で
、
自
分
の
胸
の
中
だ
け
に
願

望
を
守
っ
て
生
き
る
の
が
よ
い
か
。
五
位
は
、
そ
の
選
択
に
迷
わ
な
い
。
彼
は
、

都
で
の
自
分
の
方
が
幸
福
で
あ
っ
た
と
思
う
。
芥
川
は
、
そ
う
考
え
る
五
位
を
描

き
。
そ
う
考
え
る
五
位
に
共
感
し
て
い
る
。（
清
水
前
掲
書
一
七
六
、
七
頁
）

清
水
も
小
説
の
主
人
公
を
五
位
と
み
て
い
る
よ
う
だ
が
、
五
位
は
、
都
に
い
る
と
き

の
よ
う
な
あ
か
ら
さ
ま
な
愚
弄
や
無
視
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
敦
賀
に
お

い
て
は
む
き
出
し
の
野
生
を
持
つ
利
仁
の
支
配
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。
い
や
無
視
は

な
い
が
、
別
種
の
愚
弄
は
あ
る
と
い
う
べ
き
か
。

『
芋
粥
』
は
、
典
拠
話
に
あ
っ
た
利
仁
の
舅
有
仁
の
応
対
と
敦
賀
で
一
月
に
及
ぶ
贅

沢
な
生
活
を
五
位
が
送
っ
た
こ
と
、
帰
京
に
際
し
て
多
く
の
豪
華
な
土
産
を
持
た
せ
五

位
が
「
富
テ
上
」
っ
た
こ
と
を
削
っ
て
書
か
な
い
。
敢
え
て
書
か
な
か
っ
た
故
に
、
利

仁
の
圧
倒
的
な
野
生
、
清
水
が
言
う
よ
う
な
あ
り
の
ま
ま
の
力
の
世
界
が
強
調
さ
れ

る
。
そ
れ
が
利
仁
の
野
太
い
が
細
や
か
で
は
な
い
人
格
を
際
立
た
せ
、
言
わ
ば
デ
リ
カ

シ
ー
に
欠
け
る
人
間
像
を
形
象
し
て
い
る
。
つ
ま
り
利
仁
は
都
で
の
人
々
と
は
違
っ
た

意
味
で
の
愚
弄
を
五
位
に
対
し
て
し
て
い
る
の
だ
。
五
位
の
さ
さ
や
か
な
幸
福
さ
え
乱

暴
に
奪
い
去
り
、
己
の
笑
い
と
し
、
そ
の
富
と
力
を
見
せ
つ
け
た
い
だ
け
の
偽
善
者
。

そ
こ
か
ら
は
典
拠
話
に
あ
っ
た
利
仁
の
常
人
を
超
越
し
た
姿
、
つ
ま
り
伝
説
と
な
る
超

人
の
要
素
は
剥
が
れ
落
ち
、
人
間
の
枠
に
留
ま
っ
た
利
仁
が
い
る
ば
か
り
で
あ
る
。『
芋

【
教
材
研
究
】
芥
川
龍
之
介
『
芋
粥
』
の
原
話
を
読
む
―
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
六
第
十
七
話
「
利
仁
将
軍
若
時
従
京
敦
賀
将
行
五
位
語
」
と
の
位
相

七
五



粥
』
で
も
狐
を
操
る
場
面
を
置
く
が
、
そ
れ
は
も
は
や
無
意
味
と
言
っ
て
い
い
。
反
対

に
、
そ
の
異
能
が
五
位
を
惨
め
に
さ
せ
る
こ
と
に
加
担
さ
え
し
て
い
る
。
典
拠
話
の
如

く
、
異
界
訪
問
譚
と
し
て
無
私
の
善
行
者
を
認
め
る
神
の
位
置
に
い
る
利
仁
で
あ
れ
ば

こ
そ
そ
れ
は
意
味
を
持
つ
の
だ
。
そ
の
異
能
・
通
力
の
利
仁
が
結
局
は
五
位
に
福
を
与

え
る
こ
と
は
、
利
仁
の
単
な
る
人
望
を
表
す
も
の
で
な
い
こ
と
は
す
で
に
明
ら
か
で
あ

ま
こ
と

つ
け

と
し
ご
ろ

ゆ
る
さ
れ

か
か

お
の
づ
か

り
、
話
末
で
「
実
ニ
、
所
ニ
付
テ
年
来
ニ
成
テ
被
免
タ
ル
者
ハ
、
此
ル
事
ナ
ン
自
然
ラ

有
ケ
ル
ト
ナ
ン
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
と
意
味
づ
け
さ
れ
る
の
も
、
利
仁
の
神
的
位
置

を
前
に
し
て
こ
と
な
の
だ
か
ら
、
典
拠
話
は
利
仁
の
称
揚
、
つ
ま
り
五
位
の
侍
へ
の
厚

志
を
物
語
る
こ
と
で
利
仁
と
い
う
人
物
（
超
人
）
を
描
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ

う
考
え
て
み
る
と
五
位
を
軸
に
し
な
が
ら
も
、
物
語
構
造
と
し
て
は
典
拠
話
の
主
人
公

は
利
仁
で
あ
り
、『
芋
粥
』
と
位
相
を
異
に
す
る
。

―
両
話
の
位
相
の
意
味

典
拠
話
に
お
け
る
利
仁
は
、『
芋
粥
』
の
利
仁
と
は
対
照
的
に
、
五
位
の
さ
さ
や
か

な
願
望
を
奪
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
替
わ
る
富
を
授
け
る
こ
と
で
、
芋
粥
を
腹
一
杯
食

し
た
い
と
い
う
貧
し
い
刹
那
的
願
望
を
、
あ
る
べ
き
願
望
（
富
）
の
実
現
に
置
換
し
た

の
で
あ
る
。

か
つ
て
、
私
は
、
こ
の
典
拠
話
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。

さ
て
、
巻
二
十
六
・
17
も
飲
食
を
モ
チ
ー
フ
に
し
な
が
ら
、
人
の
あ
り
さ
ま
を

活
写
し
た
話
だ
。
芥
川
龍
之
介
の
『
芋
粥
』
の
下
敷
き
と
な
っ
た
話
で
あ
る
。
関

白
に
長
年
仕
え
る
五
位
の
侍
が
、
大
饗
の
お
下
が
り
の
芋
粥
に
舌
鼓
を
打
っ
て
、

い

い
も
か
ゆ

「
哀
レ
、
何
カ
デ
暑
預
粥
ニ
飽
カ
ン
」
と
呟
い
た
の
を
聞
い
た
藤
原
利
仁
（
平
安

の
み
あ
か

期
を
代
表
す
る
武
人
）
は
、
な
ら
ば
「
イ
デ
、
飲
飽
セ
奉
ラ
バ
ヤ
」
と
申
し
出
る
。

五
位
と
は
微
妙
な
位
で
、
高
級
貴
族
に
と
っ
て
は
出
発
点
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
の

侍
に
と
っ
て
は
や
っ
と
昇
り
つ
め
た
位
で
あ
っ
た
ろ
う
。
大
饗
は
宮
中
や
大
臣
家

で
行
わ
れ
た
盛
大
な
宴
会
の
こ
と
だ
か
ら
、
そ
の
お
下
が
り
で
は
あ
っ
て
も
饗
宴

料
理
の
最
後
に
出
る
デ
ザ
ー
ト
で
あ
る
芋
粥
（
山
芋
の
ス
ラ
イ
ス
を
甘
ず
ら
で
煮
た
も

の
）
を
腹
一
杯
食
べ
る
と
い
う
こ
と
は
、
彼
に
と
っ
て
単
な
る
特
定
の
食
物
へ
の

憧
れ
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
饗
宴
を
催
す
こ
と
の
で
き
る
富
と
力
へ
の
憧
れ
の

メ
ト
ニ
ミ
ー

換
喩
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
。
い
わ
ば
、
ビ
ー
ル
か
け
が
し
た
い
と
い
う
プ
ロ
野

球
選
手
の
こ
と
ば
が
優
勝
へ
の
願
い
を
意
味
す
る
と
同
じ
よ
う
に
。「
鼻
高
ナ
ル

者
ノ
、
鼻
崎
ハ
赤
ニ
テ
」
と
い
さ
さ
か
冴
え
な
い
人
物
を
表
現
す
る
と
き
の
定
番

や

ゆ

で
あ
る
鼻
の
揶
揄
を
以
て
、
こ
の
五
位
は
紹
介
さ
れ
る
。（
中
略
）

大
饗
の
お
下
が
り
で
は
あ
り
な
が
ら
、
盛
大
な
宴
会
の
コ
ー
ス
料
理
の
最
後
く

ら
い
に
し
か
出
な
い
非
日
常
の
食
物
で
あ
る
芋
粥
を
飽
き
る
ほ
ど
食
べ
た
い
と
い

う
願
望
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
憧
れ
が
、
利
仁
に
よ
っ
て
芋
粥
そ
の
も
の
の
こ
と
に
す

り
か
え
ら
れ
て
弄
ば
れ
事
態
が
進
行
す
る
。
こ
の
と
き
、
利
仁
は
こ
の
五
位
の
下

イ
ロ
ニ
ー

位
と
推
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
逆
説
が
あ
る
の
だ
が
、
地
方
豪
族
の
富
を
彼
に
み
せ

つ
け
、
結
果
、
彼
の
憧
れ
の
一
端
を
満
足
さ
せ
る
べ
く
、
一
月
ば
か
り
滞
在
し
た

五
位
に
、
高
級
な
布
や
装
束
、
牛
馬
な
ど
を
与
え
、
五
位
は「
富
テ
」上
京
す
る
。

彼
に
与
え
た
そ
の
程
度
の
「
富
」
は
利
仁
に
と
っ
て
は
土
産
程
度
の
も
の
で
し
か

な
い
。
し
か
し
、
五
位
に
し
て
み
れ
ば
そ
の
土
産
程
度
の
も
の
は
、
彼
が
ま
た
長

年
憧
れ
た
程
の
富
と
差
は
あ
っ
た
ろ
う
か
。
人
は
何
か
に
憧
れ
、
想
像
す
る
が
、

所
詮
、
己
の
身
の
丈
に
あ
っ
た
乏
し
い
想
像
の
域
を
出
な
い
の
が
現
実
な
の
だ

（（『
今
昔
物
語
集
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』「
7
飲
食
」
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
三
年
一
月
刊
、

一
九
三
〜
一
九
四
頁
）

こ
の
五
位
の
侍
の
五
位
が
、
正
従
上
下
で
ど
う
だ
っ
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

五
位
と
い
う
位
に
は
次
の
よ
う
な
時
代
事
情
が
あ
っ
た
。

し
よ
う
ろ
く

平
安
時
代
中
期＝

王
朝
時
代
の
早
い
時
期
か
ら
、
従
五
位
下
の
す
ぐ
下
の
正
六

い
じ
よ
う

位
上
と
い
う
位
階
が
、
実
質
的
に
下
級
貴
族
の
資
格
と
し
て
の
意
味
を
帯
び
て
く

【
教
材
研
究
】
芥
川
龍
之
介
『
芋
粥
』
の
原
話
を
読
む
―
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
六
第
十
七
話
「
利
仁
将
軍
若
時
従
京
敦
賀
将
行
五
位
語
」
と
の
位
相

七
六



る
。
す
な
わ
ち
、
十
世
紀
後
半
以
降
、
正
六
位
上
の
位
階
を
持
つ
人
々
を
も
、
下

級
貴
族
と
し
て
で
は
あ
れ
、
貴
族
層
あ
る
い
は
貴
族
社
会
の
一
員
と
見
做
さ
ざ
る

を
得
な
い
よ
う
な
状
況
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

実
は
、
十
世
紀
の
半
ば
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
、
正
六
位
上
を
除
い
て
、
下
級
の
位

し
よ
う
ろ
く
い

階
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
て
し
ま
う
。
い
や
、
よ
り
正
確
に
言
う
な
ら
ば
、
正
六
位

げ下
か
ら
下
の
下
級
位
階
は
、
ほ
と
ん
ど
誰
に
も
授
与
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

事
実
上
、
存
在
し
な
い
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。（
繁
田
信
一

『
下
級
貴
族
た
ち
の
王
朝
時
代
』
新
典
社
、
二
〇
一
八
年
一
月
刊
。
一
五
頁
）

利
仁
は
十
世
紀
前
期
に
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
五
位
と
い
う
位
が
も
つ
意
味
が

低
下
し
は
じ
め
た
頃
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
右
の
繁
田
の
文
は
、
学
生
に
プ
リ
ン
ト

で
配
布
し
て
い
る
が
、
十
世
紀
後
半
に
入
る
と
、
少
な
く
と
も
都
に
お
い
て
は
、
五
位

と
い
う
位
は
既
に
や
っ
と
平
の
貴
族
に
入
れ
る
く
ら
い
で
あ
り
、
決
し
て
高
い
位
で
は

な
く
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
地
方
豪
族
に
と
っ
て
大
夫
（＝

五
位
）
は
、
平
安
末
に
平

家
の
戦
力
の
中
核
を
成
し
た
阿
波
水
軍
の
長
で
あ
る
田
口
（
粟
田
）
重
能
が
阿
波
民
部

大
夫
と
呼
ば
れ
た
よ
う
に
、
一
国
の
豪
族
と
し
て
は
極
官
た
る
位
で
は
あ
っ
た
が
。

典
拠
話
に
対
す
る
旧
稿
を
書
い
た
と
き
、
こ
の
五
位
と
い
う
位
に
つ
い
て
繁
田
が
解

説
す
る
よ
う
な
事
情
を
認
識
し
て
い
た
が
、
そ
の
考
察
に
お
い
て
は
現
代
的
な
意
味
づ

け
を
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
清
水
の
『
芋
粥
』
の
五
位
に
つ
い
て
の
考
察
に
あ
る
よ

い

い
も
か
ゆ

う
に
、
五
位
の
侍
の
「
哀
レ
、
何
カ
デ
暑
預
粥
ニ
飽
カ
ン
」
と
い
う
呟
き
は
、
そ
の
ま

ま
と
ら
え
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
平
安
期
の
都
の
貴
族
の
実
状

か
ら
す
れ
ば
、
名
家
の
出
身
で
も
な
け
れ
ば
高
位
に
昇
る
こ
と
は
ま
ず
な
か
っ
た
し
、

長
年
侍
と
し
て
仕
え
部
屋
住
と
な
っ
て
い
た
こ
の
五
位
は
別
に
生
計
を
立
て
て
財
を
得

よ
う
と
す
る
考
え
も
な
か
っ
た
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
今
現
在
の
こ
と
目
先
の
こ
と
を
考

え
て
生
き
る
他
な
く
、
望
外
の
富
を
夢
想
す
る
こ
と
も
ま
ず
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
が

適
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

だ
か
ら
こ
そ
、
典
拠
話
の
異
界
訪
問
譚
と
し
て
の
意
味
が
際
立
つ
の
だ
。
芥
川
は
、

そ
の
五
位
の
位
置
を
理
解
し
な
が
ら
、『
芋
粥
』
で
は
、
異
界
訪
問
譚
か
ら
現
実
世
界

の
個
人
へ
と
五
位
を
変
え
た
。
利
仁
の
五
位
へ
の
好
意
は
、
典
拠
話
で
は
、
多
少
の
揶

揄
か
ら
始
ま
る
と
は
い
え
、
結
果
と
し
て
厚
志
と
な
っ
て
お
り
、
上
述
し
た
よ
う
に
望

外
の
富
な
ど
現
実
に
考
え
る
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
ろ
う
五
位
へ
、
思
い
も
掛
け
ぬ
富
を

も
た
ら
し
た
。
こ
う
し
た
位
置
に
い
る
五
位
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
逆
転
は
生
き
る
し
、

伝
説
的
武
人
藤
原
利
仁
の
大
き
さ
も
表
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、『
芋
粥
』
の

五
位
は
、
都
に
い
た
と
き
よ
り
貶
め
ら
れ
て
し
ま
い
、
利
仁
も
親
切
心
を
装
っ
た
底
意

地
の
悪
い
金
持
ち
の
聟
に
過
ぎ
な
く
な
る
。
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、
笑
い
も
の
に
し
て

自
分
の
慰
み
と
す
る
お
た
め
ご
か
し
の
親
切
心
と
も
言
え
る
。

芥
川
は
、
典
拠
話
の
世
界
を
作
り
替
え
、
現
実
の
人
間
世
界
の
心
底
に
あ
る
悪
意
を

炙
り
出
し
、
我
々
の
眼
前
に
据
え
た
の
で
あ
る
。

―
幻
想
と
し
て
の
現
実

登
場
人
物
を
異
次
元
世
界
に
招
く
説
話
を
、
生
々
し
い
現
実
の
人
間
世
界
に
置
換

し
、
我
々
の
前
に
差
し
出
し
た
の
は
、『
羅
生
門
』
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
原

話
に
は
な
い
上
層
に
昇
る
梯
子
を
設
定
す
る
こ
と
で
現
実
世
界
に
繋
ぎ
、
始
め
か
ら
盗

人
に
な
ろ
う
と
上
京
す
る
男
を
、
盗
人
に
な
る
か
な
ら
ぬ
か
葛
藤
す
る
下
人
と
し
、
原

話
で
は
鬼
か
も
知
れ
な
か
っ
た
老
婆
を
哀
れ
な
老
人
と
し
て
捨
て
去
り
、
下
人
が
現
実

の
闇
に
消
え
て
い
く
物
語
に
翻
案
し
た
。
梯
子
の
な
い
原
話
で
は
、
柱
を
男
が
よ
じ
登

っ
て
連
子
窓
か
ら
老
婆
と
そ
こ
に
置
か
れ
た
死
体
を
ほ
の
か
な
灯
り
の
中
に
覗
き
見

る
。
そ
れ
が
異
次
元
へ
運
ぶ
装
置
な
の
だ
。
ま
た
、
あ
り
え
な
い
大
鼻
を
も
つ
『
鼻
』

の
禅
智
内
供
も
、
典
拠
と
な
っ
た
説
話
で
は
自
分
の
鼻
に
対
す
る
劣
等
感
な
ど
微
塵
も

な
い
専
横
な
人
物
と
し
て
君
臨
し
て
い
た
が
、
小
説
で
は
そ
の
地
位
と
は
裏
腹
に
劣
等

感
に
悩
む
現
実
世
界
に
あ
り
が
ち
な
小
心
な
人
間
で
あ
っ
た
。

説
話
の
非
現
実
的
な
異
次
元
世
界
や
夢
物
語
を
人
間
世
界
の
現
実
に
置
き
換
え
れ
ば

ど
う
見
え
る
か
を
芥
川
は
こ
れ
ら
の
作
品
で
試
し
た
。そ
し
て
、そ
れ
を
見
た
我
々
は
、

【
教
材
研
究
】
芥
川
龍
之
介
『
芋
粥
』
の
原
話
を
読
む
―
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
六
第
十
七
話
「
利
仁
将
軍
若
時
従
京
敦
賀
将
行
五
位
語
」
と
の
位
相

七
七



反
転
し
て
原
話
を
今
度
は
ど
う
読
む
か
。
芥
川
の
近
代
小
説
が
人
間
に
向
き
合
っ
た
と

き
、
説
話
の
世
界
と
は
何
か
も
そ
こ
で
問
わ
れ
て
く
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
で
は
、
そ

の
説
話
世
界
は
（
少
な
く
と
も
こ
こ
で
あ
げ
た
芥
川
が
典
拠
と
し
た
説
話
）
本
当
に
非

現
実
的
な
世
界
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

あ
ま

芥
川
は
「
今
昔
物
語
鑑
賞
」
で
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
二
第
十
七
話
「
尼
、

ぬ
す
ま
れ
た
る
と
こ
ろ
の
ぢ
ぶ
つ
に
じ
ね
ん
に
あ
ひ
た
て
ま
つ
れ
る
こ
と

所
被
盗
持
仏
自
然
奉
値
語
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

（
岩
波
書
店
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
十
四
巻
、
一
九
九
六
年
刊
か
ら
）

な

こ
の
話
も
樹
の
上
の
箱
の
中
に
畜
生
の
音
の
聞
え
る
と
云
ふ
こ
と
に
美
し
い
生

ま
々
々
し
さ
を
漲
ら
せ
て
ゐ
る
。
金
剛
峰
寺
の
不
動
明
王
を
描
い
た
の
も
或
は
職

業
的
画
工
で
は
な
か
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
話
を
作
つ
た
も
の
は

（
若
し
「
作
つ
た
」
と
言
は
れ
る
と
す
れ
ば
）
小
説
家
で
も
何
で
も
な
い
当
時
の

民
の
一
人
で
あ
る
。
彼
等
は
必
ず
仏
菩
薩
の
地
上
を
歩
い
て
ゐ
る
の
を
見
た
こ
と

で
あ
ら
う
。
そ
れ
か
ら
又
鳶
に
似
た
天
狗
の
空
中
を
飛
ん
で
ゐ
る
の
を
見
た
こ
と

で
あ
ら
う
。

僕
は
前
の
話
を
批
評
す
る
の
に
「
美
し
い
生
ま
々
々
し
さ
」
と
云
ふ
言
葉
を
使

つ
た
。
美
し
い
か
美
し
く
な
い
か
は
暫
く
問
は
ず
、
こ
の
「
生
ま
々
々
し
さ
」
は

『
今
昔
物
語
』の
芸
術
的
生
命
で
あ
る
と
言
つ
て
も
差
し
支
へ
な
い
。（
二
四
四
頁
）

こ
の
生
ま
々
々
し
さ
は
、
本
朝
の
部
に
は
一
層
野
蛮
に
輝
い
て
ゐ
る
。
一
層
野

蛮
に
？
―
僕
は
や
つ
と
『
今
昔
物
語
』
の
本
来
の
面
目
を
発
見
し
た
。『
今
昔
物

語
』
の
芸
術
的
生
命
は
生
ま
々
々
し
さ
だ
け
に
終
つ
て
ゐ
な
い
。
そ
れ
は
紅
毛
人

の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、brutality

（
野
生
）
の
美
し
さ
で
あ
る
。
或
は
優
美
と
か

華
奢
と
か
に
は
最
も
縁
の
遠
い
美
し
さ
で
あ
る
。（
二
四
五
頁
）

僕
等
は
時
々
僕
等
の
夢
を
遠
い
昔
に
求
め
て
ゐ
る
。
が
、
王
朝
時
代
の
京
都
さ

へ
『
今
昔
物
語
』
の
教
へ
る
所
に
よ
れ
ば
、
余
り
東
京
や
大
阪
よ
り
も
娑
婆
苦
の

少
な
い
都
で
は
な
い
。
成
程
、
牛
車
の
往
来
す
る
朱
雀
大
路
は
華
や
か
だ
つ
た
で

あ
ら
う
。
し
か
し
そ
こ
に
も
小
路
へ
曲
れ
ば
、
道
ば
た
の
死
骸
に
肉
を
争
ふ
野
良

犬
の
群
れ
は
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
お
ま
け
に
夜
に
な
つ
た
が
最
後
、
あ
ら
ゆ
る
超

め

わ
ら
は

自
然
的
存
在
は
、
―
大
き
い
地
蔵
菩
薩
だ
の
女
の
童
に
な
つ
た
狐
だ
の
は
春
の
星

の
下
に
も
歩
い
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
修
羅
、
餓
鬼
、
地
獄
、
畜
生
等
の
世
界
は
い

つ
も
現
世
の
外
に
あ
つ
た
の
で
は
な
い
。
…
…
（
二
四
九
頁
）

説
話
世
界
も
そ
の
時
代
に
お
い
て
は
「
現
世
」
だ
っ
た
と
芥
川
は
言
う
。「
登
場
人

物
を
異
次
元
世
界
に
招
く
説
話
を
、
生
々
し
い
現
実
の
人
間
世
界
に
置
換
し
」
と
先
に

述
べ
た
が
、
現
代
か
ら
見
れ
ば
非
現
実
的
と
思
え
る
説
話
世
界
も
そ
の
時
代
の
人
々
に

と
っ
て
は
現
実
で
あ
る
。
い
や
、
現
代
に
お
い
て
も
信
心
深
い
人
は
多
い
し
、
奇
跡
や

不
可
思
議
な
話
は
枚
挙
に
暇
無
い
。た
だ
、科
学
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
環
世
界
（
ユ

ク
ス
キ
ュ
ル
「
生
物
か
ら
見
た
世
界
」）
か
ら
「
迷
信
」
を
批
判
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
の

か
。な

ら
ば
一
見
、
対
照
的
に
見
え
る
説
話
の
現
実
世
界
と
芥
川
文
学
の
そ
れ
は
止
揚
で

き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
留
意
す
べ
き
は
、
い
ず
れ
も
物
語
で
あ
り
、「
テ
ク
ス
ト
」
と

し
て
我
々
の
眼
前
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
生
ま
々
々
し
」
さ
を
保
障
す
る
も

の
は
、
実
感
ま
た
は
デ
ィ
テ
ー
ル
で
あ
っ
て
、
読
者
が
物
語
世
界
に
入
り
込
む
こ
と
と

「
現
前
」
す
る
こ
と
と
は
違
う
。
書
か
れ
た
こ
と
は
、
語
り
の
脱
時
間
的
「
痕
跡
」
で

あ
り
、
そ
の
辿
り
方
は
様
々
な
の
だ
（
そ
の
意
味
で
は
、
我
々
の
体
験
も
〈
経
た
〉
時

点
で
「
痕
跡
」
で
あ
る
）。『
芋
粥
』
に
戻
れ
ば
、
芥
川
が
説
話
を
翻
案
し
て
近
代
人
の

実
感
に
沿
う
人
間
を
描
い
た
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ

は
説
話
と
近
代
小
説
の
こ
こ
で
の
あ
り
か
た
に
過
ぎ
な
い
の
は
言
わ
ず
も
が
な
こ
と
な

の
で
あ
る
。

※
芋
粥
の
作
り
方
に
つ
い
て
は
奈
良
女
子
大
学「
文
化
史
総
合
演
習
」チ
ー
ム
の「
幻

の
甘
味
料
あ
ま
づ
ら
（
甘
葛
）
の
再
現
実
験
」
二
〇
一
一
年
三
月
の
映
像
資
料
を

【
教
材
研
究
】
芥
川
龍
之
介
『
芋
粥
』
の
原
話
を
読
む
―
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
六
第
十
七
話
「
利
仁
将
軍
若
時
従
京
敦
賀
将
行
五
位
語
」
と
の
位
相

七
八



参
考
に
紹
介
す
る
な
ど
し
た
。

http
://w
w
w
.nara-w

u.ac.jp/grad-G
P-life/bunkashi_hp/am

adzura/am
adzura_hp.

htm
l

※
論
末
に
用
い
た
「
テ
ク
ス
ト
」「
現
前
」「
痕
跡
」
は
井
筒
俊
彦
の
次
よ
う
な
言
表

に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

マ

マ

…
…
時
間
と
は
、
そ
し
て
存
在
と
は
、「
現
前
」の
際
限
な
い
繰
延
べ
で
あ
る
。

「
現
前
」
が
ど
こ
ま
で
も
繰
り
延
べ
ら
れ
て
い
く
よ
う
な
も�

の�

は
、
本
当
は

も�

の�

で
は
な
く
て
、
も�

の�

の
「
痕
跡
」
で
あ
る
。「
痕
跡
」
と
し
て
の
み
自
己

同
定
さ
れ
る
も�

の�

は
、あ�

る�

と
も
な�

い�

と
も
言
え
な
い
。あ�

る�

け
れ
ど
も
な�

い�

、

な�

い�

と
い
う
形
で
あ
る
、
と
言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
微
妙
な
形
で

の
あ�

り�

方
で
あ
る
。
我
々
の
普
通
の
存
在
世
界
は
、
こ
の
よ
う
な
微
妙
な
形
で

あ�

る�

無
数
の
も�

の�

に
よ
っ
て
織
り
出
さ
れ
る
「
テ
ク
ス
ト
」
な
の
で
あ
る
。

こ
の
存
在
「
テ
ク
ス
ト
」
の
織
り
出
し
、
あ
る
い
は
「
書
き
」
出
し
は
、
根

源
的
に
記
号
学
的
性
格
を
も
つ
。
と
い
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
が
、
本

当
は
実
在
す
る
の
か
実
在
し
な
い
の
か
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
「
指
示
対
象
」
の

彼
方
で
、「
能
記
」
・
「
所
記
」
の
遊
動
が
生
み
出
す
「
指
示
対
象
」
の
幻
影

世
界
で
あ
る
、と
い
う
こ
と
だ
。そ
れ
が
す
な
わ
ち
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
の
世
界
。

エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
の
世
界
は
、
フ
ロ
イ
ト
の
語
る
「
夢
の
舞
台
空
間
」
と
、
構

造
的
に
は
少
し
も
違
わ
な
い
。

（『
意
味
の
深
み
へ
―
東
洋
哲
学
の
水
位
』「
四

「
書
く
」
―
デ
リ
ダ
の
エ
ク
リ
チ

ュ
ー
ル
論
に
因
ん
で
―
」（
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
九
年
三
月
刊
・
傍
点
は
原
文
の
マ
マ
）
一

五
九
頁

【
教
材
研
究
】
芥
川
龍
之
介
『
芋
粥
』
の
原
話
を
読
む
―
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
六
第
十
七
話
「
利
仁
将
軍
若
時
従
京
敦
賀
将
行
五
位
語
」
と
の
位
相

七
九


